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申告相談会をご利用下
さい（日程は次ページ）

所得税、町県民税の申告が始まります。受付期間は、２月
１８日㈪から３月１５日㈮までです。忘れず、お早めに申告を
済ませましょう。 税

の
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
！

申
告
受
付
期
間　

２
月
18
日
月
～
３
月
15
日
金

■�税務署から「確定申告書」が郵送され
た方
■�土地・建物の譲渡や交換をされた方（土
地収用事業を含む）

【事業所得や不動産所得などがある場合】

▽�１年間の所得金額の合計額が、所得控
除の合計を超える方

【サラリーマンの場合】

▽�給与所得や退職所得以外の所得合計
が、20万円を超える方。

▽�給与を２カ所以上からもらっている方
▽�年末調整で、保険料や扶養などの控除
を忘れた方
※このほかに、次のような場合は、確定

申告をすると、所得税が還付されることが

あります。

▽�マイホームをローンで取得したとき
▽多額の医療費を支払ったとき
▽�年の途中で退職し再就職していないとき。
※�所得税の確定申告は、町県民税の申告
も兼ねています。所得税の確定申告を
された方は、町県民税の申告は必要あ
りません。
※公的年金収入が400万以下で、公的年
金以外の所得金額が20万円以下の場合
は、確定申告をする必要はありません。（そ
の場合でも町県民税の申告は必要です）

■�お手元に「町民税・県民税・国民健康保
険税申告書」（青字で印刷）が配布され
た方。
　�※申告書が送付されない方でも、申告
が必要な方は、町税務課までご連絡下
さい。
■�国民健康保険に加入されている方
■収入がなかった方も必ず提出して下さい

所得税の確定申告
が必要な方

が必要な方
町県民税の申告

　申告相談には、毎年たくさんの方が訪
れ大変混雑します。待ち時間を少なくし
皆さんが効率的に相談を受けられるよ
う、次のものをご用意下さい。
■印鑑（認印可）
■本人の預金通帳の口座番号が分かるも
の（所得税が還付される場合に必要）
■昨年確定申告をされた方はその控え
■給与や年金を受給している方は、その
「源泉徴収票」

■各種保険に加入している方は「掛け金
の払い込み証明書（控除証明書）」

■国民年金の掛け金がある方は、「社会
保険料（国民年金保険料）控除証明書」

またはその領収書
■本人または扶養親族に障害者の方がい
る場合は、障害者手帳の写し
■学生の場合は学生証もしくは在学証明
書の写し

■商売や事業、農業を営んでいる方は、
収入・支出の内訳を項目別に計算し「収
支内訳書」を、さらに減価償却費の計算
（取得価格や取得年月日など）を事前に
作成しておく
■譲渡所得のある方は売買契約書、登記
事項証明書など（収用事業に該当する場
合は、売買契約書や買取り証明書など）
■住宅ローン控除を受ける方は、売買（請
負）契約書、住宅の登記簿謄本、住宅取

得資金にかかる借入金の年末残高証明

書、借入をしている方の住民票

■医療費控除を受ける方は、支出医療費
を証明する領収書。また分娩費、高額医
療費、健康保険などから医療費を補てん
する給付金があるときはその明細書
※医療費控除を受ける方は、事前に領収

書を個人ごと、病院・薬局ごとにまとめ

て計算をしておく

み
ん
な
の
納
め
る
税
金
が

　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り

「
親
子
で
考
え
る
税
に
関
す
る
標
語
」

鰍
沢
法
人
会
会
長
賞

望
月
和
奏
・
晶
子
さ
ん
親
子
の
作
品
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■年金および医療費還付申告のための
広域無料相談会
【日時】２月６日㈬～７日㈭ 午前 10 時～午後４時

　　　　（受付は終了時間 30 分前まで）
【場所】甲府市総合市民会館３階大会議室

■税理士記念日無料相談会
【日時】２月 23 日㈯

　　　午前 10 時～正午 / 午後１時～４時
　　　　（受付は終了時間 30 分前まで）
【場所】税理士会館（甲府市）

問東京地方税理士会甲府支部☎ 055-233-1318

◎所得税の確定申告書はホームページをご利
用下さい。国税庁　http://www.nta.go.jp
◎税に関する質問にコンピューターがお答えしま
す。タックスアンサー▶ http://www.taxanswer.
nta.go.jp

【問い合わせ】

［所得税］鰍沢税務署☎ 0556-22-3191
［町県民税］町税務課住民税係☎ 055-272-1104

年金受給者の申告相談会
【日時】２月１日㈮

　午前 10 時～正午 / 午後１時～４時
（受付は終了時間 30 分前まで）
【会場】町役場本庁舎１階大会議室
【問い合わせ】鰍沢税務署☎ 0556-22-3191

小規模納税者のための無料相談会
【日時】２月 20 日㈬

午前 10 時～正午 / 午後１時～４時
（受付は終了時間 30 分前まで）
【会場】市川大門町民会館２階講堂
【問い合わせ】

　東京地方税理士会甲府支部☎ 055-233-1318

　

平
成
24
年
１
月
１
日
以

降
に
契
約
し
た
保
険
契
約

の
う
ち
、
新
た
に
介
護
保

険
料
契
約
に
該
当
す
る
保

険
料
が
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
平
成
24
年
１
月
１

日
以
降
に
契
約
さ
れ
た
各

種
控
除
の
適
用
限
度
額
が

４
万
円
と
な
り
、
合
計

12
万
円
ま
で
適
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
平
成
23
年
12
月
31
日
以

前
に
契
約
し
た
保
険
で
の

控
除
額
は
従
来
通
り
、
各

種
５
万
円
、
合
計
10
万
円

の
ま
ま
で
す
。

今
回
の
申
告
に
伴
う
主
な
変
更
点

生
命
保
険
料
控
除
に
「
介
護
医
療
保
険
料
控

除
」
が
新
設
さ
れ
、
ま
た
控
除
限
度
額
が
合

計
12
万
円
に
な
り
ま
し
た

■保険料控除額のイメージ
平成 23 年 12 月 31 日以前の契約 平成 24 年 1 月 1 日以降の契約

所得税控除額 所得税控除額

一般生命保険料控除 ５万円
一般生命保険料控除 ４万円

介護保険控除額 ４万円

個人年金保険料控除 ５万円 個人年金保険料控除 ４万円

合　計 10 万円 合計（控除限度額） 12 万円

町の申告相談会
日程・２月 18 日㈪～３月 15 日㈮
※土日はお休みします

※２月２５日㈪は会場の都合によりお休

みさせていただきます

■場所　町役場本庁舎１階大会議室
■�時間　午前９時 30 分～正午 / 午後１時～４時（受

付は終了 30 分前まで）
※�受付時間以外、会場には入れません。会場前の

ロビーでお待ち下さい。
※�相談会場では、先着順にご案内しますが、相談

内容により順番が変わる場合があります。
※�混雑時には長時間お待ちいただく場合があります。
※�申告書の提出のみの場合は税務課窓口、各支所

の住民サービス係窓口で期間中、随時受け付け
ます。
　（相談は本庁舎にてお願いします）

■閉庁日のうち２/24 日と３/３日だけは、
県内の申告を甲府税務署で受け付けます

POINT
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平
成
25
年 

出
初
式

▪消防団員各種表彰者（順不同・敬称略）
■山梨県消防協会長表彰
《甲種功労章》

村松　一雄、一ノ瀬一
《乙種功労章》

砂田　秀文、長田　栄一、今村　武史
佐野　勝也、小林　栄一、坂牛　優鑑
小  林   博、芦澤　洋至、内藤　武志
河  口   勝、市瀬　祐一、芦澤　伸二
丹沢昭太郎、塩島　浩志
■山梨県峡南地域県民センター所長表彰
望月　真司、渡  辺   孝、深沢　政樹
上田　浩司
■峡南広域行政組合消防本部消防長表彰
水上　政成、望月　勇雄
■山梨県消防協会峡南支部長表彰
遅  澤   潤、加藤　武師、丸  山   仁
水上　浩一、佐野　善一、小池　啓稔
小林　茂広、小林　一喜、小野　宏之
平岡　正史、内田　千章、松永　正幸
依田　俊成、内藤　真太
■山梨県防犯協会鰍沢支部長表彰
《防犯功労章》

丹  沢   滋、土  橋   新、望月　英利
上田　秀一、砂田　秀文、小林　千弘

■市川三郷町長表彰
《35年勤続功労章》

有  泉   希
《30年勤続功労章》

伊藤　周二
《25年勤続功労章》

小林　英二
《20年勤続功労章》

水上　政成、有泉　恵司、塩島　健生
赤池　弘樹、長田　和士、保坂　一成
依田　光俊、嶋田　昭一、望月　真司
《15年勤続功労章》

丹  沢   滋、市瀬　祐一、塩島　昭洋
水上　定臣、板  倉   亘、近  藤   慶
相  沢   強、上野　裕明、小  山   博
長田　勇次、佐野　一仁、佐野　正幸
芦澤　伸二、志村　高弘、上田　健剛
望月　香滋
■市川三郷町消防団長表彰
《10年勤続功労章》

伊藤　和仁、土橋　　豪、村松　昭彦
望月　久範、加  藤   剛、河  西   忍
石原　陽一、二ノ宮圭輔、寺澤　勇一
伊藤　之人、伊藤　政彦、相川　敏也
長田　良一、今村　武史、大竹　一仁
遠藤　芳久、小林　茂広、赤池　直紀
笠  井   悟、笠井　康二、笠井　友人
望月　文仁、笠井　鈴治、渡  辺   淳
《団体》

第 ２ 分 団、第 ５ 分 団、第 10 分団
■退職消防団員報償
《消防庁長官表彰・銀杯２号》

丸山　一郎、小林　直人、名  取   宏
石川　正仁、笠井　武道、水上賀津真
渡邊　将人、前  島   司、市瀬　利彦
長田　忠直

▲市川三郷町 .消防団長
表彰者　代表・第５分団

▲市川三郷町長表彰者
代表・有泉希

▲県防犯協会鰍沢支部
長表彰者　代表・丹沢滋

▲県消防協会峡南支部
長表彰者　代表・遅澤潤

▲消防本部消防長表彰
者　代表・水上政成

▲県民センター所長表
彰者　代表・望月真司

▲山梨県消防協会長表
彰者　代表・一ノ瀬一

　新春を飾る消防団出初式が、１月６日に市川大門
町民グラウンドで行われました。当日は風もなく穏
やかな天気のもと、消防団員と女性消防隊あわせて
415 人、車両 28台がその陣容を披露しました。式
典では優良消防団員の表彰や機械器具点検、ポンプ
操法が行われ、防災に対する士気を高めました。消
防団は今年も、地域住民が安心して暮らせるように
厳しい訓練に励みます。

消防団員さま、今年もありがとう
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景
観
計
画
の
立
案
に
あ
た
り
、
計

画
に
住
民
の
意
見
や
提
案
を
反
映
す

る
た
め
、
住
民
の
立
場
で
風
景
づ
く

り
に
つ
い
て
話
し
合
う
住
民
検
討
組

織
「
風
景
づ
く
り
住
民
懇
談
会
」
を

設
け
ま
し
た
。
こ
の
組
織
は
、
一
般

公
募
や
地
区
推
薦
で
選
ば
れ
た
町
民

30
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

23
年
12
月
９
日
に
第
１
回
目
を
開
催

し
、
平
成
24
年
８
月
31
日
ま
で
に
計

５
回
の
会
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

風
景
づ
く
り
住
民
懇
談
会
で
は
、

自
然
景
観
や
農
業
の
風
景
に
つ
い
て

話
し
合
う
チ
ー
ム
と
、
ま
ち
な
み
景

観
に
つ
い
て
話
し
合
う
チ
ー
ム
の
２

チ
ー
ム
に
わ
か
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
手
法
を
用
い
て
協
議
を
進
め
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、
風
景
づ

く
り
に
関
す
る
様
々
な
意
見
や
提
案

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
意

見
や
提
案
は
重
点
テ
ー
マ
ご
と
に
整

理
し
、
チ
ー
ム
ご
と
に
先
導
的
な
取

り
組
み
と
な
る
住
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
提
案
内

容
を
地
図
に
し
た
特
性
・
提
案
図
も

作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
経
緯
を
経
て
ま
と
め
ら

れ
た
「
風
景
づ
く
り
住
民
プ
ラ
ン
」

は
、
昨
年
10
月
10
日
に
町
長
へ
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
チ
ー
ム
の
代
表
者
が

提
案
内
容
を
説
明
し
た
後
、
趣
意
文

を
読
み
上
げ
町
長
に
提
案
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
長
、
関
係

各
課
の
課
長
と
メ
ン
バ
ー
と
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
町
で
は
提
出
さ
れ
た
プ
ラ

ン
を
基
調
に
し
、
景
観
計
画
の
計
画

立
案
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

風
景
づ
く
り
住
民
懇
談
会
の
開
催

概
要
と「
風
景
づ
く
り
住
民
プ
ラ
ン
」

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
町
建
設
課
都
市

計
画
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

６
０
９
０

「
風
景
づ
く
り
住
民
プ
ラ
ン
」が

ま
と
ま
り
ま
し
た

市 川 三 郷 町 景 観 計 画
風 景 づ く り 住 民 懇 談 会

市
川
三
郷
町
の
特
色
あ
る
景
観
を
守
り
、
新
た
な
魅
力
あ
る
景
観

を
創
造
し
、
ま
た
そ
れ
を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
は
私
た

ち
の
義
務
で
す
。
町
で
は
平
成
23
年
８
月
よ
り
景
観
計
画
の
検
討

に
着
手
し
、
平
成
26
年
度
末
の
策
定
を
目
指
し
て
計
画
立
案
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

■
住
民
目
線
で
風
景
づ
く

り
に
つ
い
て
話
し
合
う

■
風
景
づ
く
り
住
民
プ

ラ
ン
を
町
長
に
提
出

【風景づくりの検討テーマ】

　提案づくりにあたり、市川三郷町
らしい風景の特性に沿ったプランと
なるようテーマを絞り、これまでの
話し合いから次の４つのテーマを抽
出し、チーム編成による提案づくり
を進めた。
■�優れた自然景観や眺望を守り・活

かす
■�農と里山の風景を守り・活かす
■�市川三郷町の歴史文化を守り・活

かす
■�地域の特性を活かした市川三郷町

らしいまちなみ景観を創る

▲それぞれのチームでまとめ
た「住民プロジェクト」を発
表するチーム代表者

▼完成した風景づくり住民プ
ランの提案
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『
２
０
２
０
年
30
％
』

　

何
の
割
合
で
し
ょ
う
？
こ
れ
は
国

が
２
０
０
３
年
に
掲
げ
た
目
標
で

す
。「
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
、
指
導

的
地
位
に
女
性
が
占
め
る
割
合
が
少

な
く
と
も
30
％
程
度
に
な
る
よ
う
期

待
す
る
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

国
連
の
経
済
社
会
理
事
会
で
は
、

既
に
１
９
９
０
年
に
「
２
０
０
０
年

ま
で
に
男
女
の
平
等
参
加
を
達
成
す

る
た
め
、
※

指
導
的
地
位
に
就
く
婦

人
の
割
合
を
、
１
９
９
５
年
ま
で
に

少
な
く
と
も
30
％
に
ま
で
増
や
す
と

い
う
目
標
を
目
指
す
べ
き
」
と
の
勧

告
を
採
択
し
て
お
り
、
遅
れ
ば
せ
な

が
ら
も
そ
れ
に
沿
っ
た
目
標
設
定
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

一
昨
年
、
町
内
の
全
区
長
・
組
長

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た

が
、
女
性
の
区
長
は
今
年
も
い
ら
っ

し
ゃ
ら
な
い
よ
う
で
す
。「
女
性
に

は
ま
か
せ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
一
方
で
「
女
性
が
引
き
受

け
て
く
れ
な
い
」
と
い
う
意
見
も
少

な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
男

性
が
年
齢
順
に
受
け
て
く
れ
れ
ば
丸

く
収
ま
る
面
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
し
、
無
理
に
押
し
付
け
る
こ
と
に

な
っ
て
も
い
け
な
い
わ
け
で
す
が
、

周
囲
も
協
力
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
慣

例
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
男
女
の
区
別
な

く
役
職
を
お
願
い
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

　

暮
れ
の
総
選
挙
で
は
県
内
か
ら
２

人
の
女
性
代
議
士
が
誕
生
し
ま
し

た
。
県
関
係
国
会
議
員
10
人
の
う
ち

2
人
。
惜
し
い
、
20
％
で
す
ね
。
県

議
会
、
町
村
議
会
で
も
女
性
は
ま
だ

少
な
い
よ
う
で
す
し
、
首
長
は
皆
男

性
で
す
。
一
方
お
隣
韓
国
で
は
初
の

女
性
大
統
領
が
今
月
就
任
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
ま
で
は
あ
と
7
年
。
わ

が
町
、
わ
が
国
で
も
女
性
の
活
躍
は

増
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
い
え
ば
お
正
月
の
討
論
番
組

で
、
与
党
三
役
が
女
性
の
社
会
進
出

に
向
け
た
数
値
目
標
の
設
定
を
め
ぐ

り
議
論
を
交
わ
し
た
と
か
。
強
制
的

に
女
性
枠
を
作
る
べ
き
か
、
逆
差
別

と
な
り
か
ね
な
い
の
で
慎
重
に
す
べ

き
か
。
ど
ち
ら
の
意
見
も
、
方
法
論

は
違
え
ど
社
会
で
活
躍
す
る
女
性
を

増
や
す
と
い
う
目
的
は
一
緒
な
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
、
何
か
し
ら

の
環
境
を
整
え
な
い
限
り
、
現
状
の

ま
ま
で
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
国
連
の

勧
告
で
は
95
年
ま
で
に
最
低
30
％
、

２
０
０
０
年
ま
で
に
は
平
等
参
加
、

す
な
わ
ち
50
％
を
目
標
と
あ
る
の
で

す
が
、
も
う
13
年
過
ぎ
て
い
ま
す
。

　

米
国
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
働
く

女
性
が
増
え
る
と
共
に
出
生
率
も
回

復
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
育
児
支
援

の
施
設
や
制
度
の
整
備
と
と
も
に
、

男
性
も
含
め
た
働
き
方
の
見
直
し
も

含
め
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
を
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

第
３
次
共
同
参
画
で
は
、
男
女
の

人
権
を
尊
重
し
、
家
庭
・
職
場
・
地

域
社
会
で
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

こ
と
で
、
多
様
性
に
富
ん
だ
活
力
あ

る
平
等
社
会
を
目
指
す
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
夫
婦
共
働
き
で
も
家
計

が
ギ
リ
ギ
リ
、
育
児
も
教
育
も
大

変
、
老
後
も
年
金
も
不
安
、
こ
れ
で

は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事

と
生
活
の
調
和
）
ど
こ
ろ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
後
を
継
い
で
く
れ
る
子
ど

も
た
ち
が
増
え
な
い
こ
と
に
は
集
落

も
文
化
も
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
か
ら
。

市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
井
　
辰
生
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※
指
導
的
地
位
と
は 

ー 

政
治
家
（
議

員
・
首
長
）
の
ほ
か
、
行
政
・
企
業
・

学
校
等
の
管
理
職
、
法
律
家
や
医
師
、

記
者
、
農
協
役
員
や
農
業
委
員
も
国
の

指
標
に
は
載
っ
て
い
ま
す
。
政
府
の
第

３
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
平
成

22
年
）
の
成
果
目
標
に
は
、
地
域
の
自

治
会
長
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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　初めは短編集かな？と思ったが、すべて同じ事
件をめぐっての話なのだと分かり、こういう面白い
構成を考えつくのはさすがだなと思った。ひとつの

出来事に様々な角度から、これだ
けたくさんの人が絡んでいる。普
段意識していないだけで、日常の
生活、仕事や人間関係にも同じこ
とが言えるのだろうと感じた。東
野さんの小説は、面白さや毒のあ
る文章の中に人間の持つあたたか
さが描かれていて、そこにとても共
感できる。（30 代女性 / 市川大門）

『新参者』
（東野圭吾 /講談社）

新 書図刊

『一さつのおくりもの』
（森山京 /鴨下潤 / 講談社）

　宝生邸に眠る秘宝が怪盗に狙われる？体中から装飾品
を奪われた女性の変死体発見？続々と発生する難事件
に、麗子はピンチに陥るが、影山の毒舌と推理は絶好調！
そして、ラストシーンでは麗子と影山、風祭の３人の関
係にも大きな変化が訪れて…！？ 

『謎解きはディナーのあとで３』
（東川篤哉 /小学館）

　ある日、山のむこうに大雨が降りました。山のむこう
の村では水びたしになるなど大変なことがおきている。
そう聞いたクマタは、いてもたってもいられず友だちと
相談して絵本を贈ることにしました。一番大切な絵本を
贈ったところクマタにお礼の手紙が届いて…。

■児童向け

■一般向け

わたしの
一冊

■百人一首をたのしもう
　古くからの日本の伝統的な遊び「百人一首」。こ
の機会に、百人一首の楽しさを味わってみません
か？けっして堅苦しいものではありません。どな
たでもお気軽にご参加下さい。（写真下・昨年の様子）

【日時】２月９日㈯午後１時 30 分～４時 30 分
【場所】市川大門町民会館１階和室
【講師】松野重郎先生
（日本かるた協会山梨支部）

※申し込みが必要です。2/
８㈮までに町立図書館本
館☎ 055-272-8888 までお
申し込み下さい。

創作人形展『元気な子供達』　３/２８木まで
井上文子さん（富士川町在住）

　私たちが子どもの頃は、夕方暗くなるまで遊び回って
いたものです。縄跳び、かくれんぼ、鬼ごっこ、石ころ
や空き缶など様々な遊びがありました。懐かしい思い出
を頭の中に描きなが
ら、『 元 気 な子 供 達 』
と題して人形を作って
みました。３０体ほど
展示しますので、どう
ぞご覧下さい。

展示コーナー（本館）

２/12 ㈫
～

2/20 ㈬
蔵書点検のため

休館します
（本館のみ）

　本館では左記の期間、
蔵書点検のため休館いた
します。大変ご迷惑をお
かけいたしますが、ご協
力をお願いします。
　なお、休館中の本やビ
デオ・ＤＶＤなどの返却
は、図書館入り口の返却
ポストをご利用下さい。

■本　　館ー [ 乳幼児 ] ２/21 ㈭ 11:00 〜 11:30
　　　　　　　　※今月は第３木曜日です。ご注意下さい。

■三珠分館ー [ 幼児～小学 ] 毎週㈫ 16:30 〜 17:00
　　　　　　 [ 乳幼児 ] ２/27 ㈬ 11:15 〜 11:45
■六郷分館ー [ 幼児～小学 ] ２/19 ㈫ 15:30 〜 16:00

今月のおはなし会 　気軽におこし下さい！

【本　　館】055-272-8888   開館時間 9:00 〜 17:00（木曜日は 19:00 まで）
　■休館日：毎週月曜・祝日・年末年始・月の最後の平日
【三珠分館】055-272-1204   開館時間 9:00 〜 17:00 
　■休館日：毎週日曜と月曜・祝日・年末年始
【六郷分館】0556-32-2002   開館時間［平日］正午〜 19:00［土・日］9:00 〜 17:00
　■休館日：毎週月曜・祝日・年末年始

教えて下さい！
あなたが読んで面白かった本、感動し
た本、心に残った本を教えて下さい。図書館のカ
ウンターに用紙があります。

あなたの 一冊


